
3月29日(水)、国土交通省航空局は「第３回持続的な発展
に向けた空港業務のあり方検討会」を開催し、関係事業者
等への実態ヒアリングの対象者として航空連合が指名を
受けたことをふまえ、内藤晃会長が出席し、課題認識を
伝えました（説明資料はこちら）。
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検討会委員の各有識者からは、
✔ 適正取引の推進にむけた航空
連合としての取り組みは。

✔ 現業部門は同一価値労働同一
賃金になっているといえるか。

✔ 採用難よりも中堅層の離職が
課題なのか。

など多くの質問が挙げられました。
検討会では今後も関係者への

ヒアリングが実施され、6月ごろ
を目途に中間とりまとめがおこな
われる見込みです。航空連合は
引き続き、働くものの視点を元に
した課題認識を発信し、政策実現
につなげていきます。

あいさつする検討会座長
加藤一誠 慶応義塾大学教授

あいさつする航空局
平井一彦 安全部長

https://www.mlit.go.jp/koku/content/001597204.pdf
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